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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヘルスリテラシー（健康医療に関する適切な情報を入手し、正しく理解し
た上で、意思決定に利用していく力）に着目し、ヘルスコミュニケーションの改善を図るため、1)患者・市民の
ヘルスリテラシーの向上と、2)医療者および3)メディアによる情報のコミュニケーションの向上からアプローチ
する実証研究を行った。様々な立場の情報の受け手のヘルスリテラシーの現状を明らかにすると共に、その向上
を目指した教育プログラム、情報の送り手としての医療者およびマスメディアや自治体などによる健康医療情報
のコミュニケーションの改善への示唆を得た。今後、これらのプログラムの改善と持続可能な実施に向けた検討
が必要である。

研究成果の概要（英文）：Health literacy, “the ability to gain access to, understand, and use 
information in ways which promote and maintain good health,” has been considered as a key to 
improve health communication. This research aimed to improve health communication focusing on health
 literacy from three perspectives; 1) improving health literacy among patients and general public, 
and improving communication skills of 2) healthcare professionals and 3) media. 
We conducted researches on patients with diabetes, students, office workers, and general public. 
Also, communication skills among resident physicians, and health communication by newspapers and 
municipality were analyzed. These empirical studies clarified the current state of health literacy 
of recipients of health information in various positions, as well as problems of the communication 
skills on the side of senders. Further improvement of the educational programs developed in this 
research and their sustainable implementation should be considered.

研究分野：医療コミュニケーション学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
WHO (1998) は、ヘルスリテラシーを｢健
康の維持･増進のために情報にアクセスし、
理解、活用する動機や能力を決定する認知的、
社会的スキル｣であるとしている。ヘルスリ
テラシーの低さは、健康管理や健康状態の悪
さ、治療へのアドヒアランスの低さなどにも
つながることが指摘され、医療の質の向上、
コスト削減、格差解消のカギとして近年注目
を集めている。 
これまで、ヘルスリテラシーに関する研究
の多くは、米国など、多民族国家であり、識
字率の低い集団を抱える国で行われてきた。
このため、ヘルスリテラシーは、健康情報の
読解力として、リテラシー（識字能力）その
ものに近い形で測定されることが多かった
（TOFHLA、REALM など）。これに対し、
研究代表者らは、より広いWHOによるヘル
スリテラシーの定義に基づき、単なる情報の
理解だけではなく、自分に必要な情報を収集
し、伝え、批判的に吟味して活用することの
できる能力として測定する尺度を開発して
きた。この結果、ヘルスリテラシーの低い患
者ほど、かかりつけ医以外に利用している健
康医療情報源が少ないにもかかわらず、診察
での医師とのコミュニケーションにより困
難を感じており、疾病の自己管理も悪いこと
が明らかになった。また、患者のヘルシリテ
ラシーによって、診察でのコミュニケーショ
ンへの参加や医師の説明に対する評価が異
なることから、情報提供の適切さは患者のヘ
ルスリテラシーとの関係で検討する必要が
あることが示唆されている。 
すなわち、ヘルスリテラシーという視点か
ら、効果的なヘルスコミュニケーションを妨
げる問題は、「情報の受け手のヘルスリテラ
シー」の低さと、それに対する「提供される
情報のヘルスリテラシー要求レベル」の高さ
（分かりにくさ）の両面から考えられる。ヘ
ルスコミュニケーション向上のためには、情
報の受け手のヘルスリテラシーを向上させ
る患者・市民側への教育と、提供される情報
の分かりにくさを改善する、医療者・専門家
のコミュニケーション能力、およびメディア
による健康医療情報のコミュニケーション
の３つの観点から取り組んでいく必要があ
る。 
 
 

２．研究の目的 
 
本研究は、ヘルスリテラシーという概念に
着目し、(1)患者・市民、(2)医療者、(3)マス
メディアという３つの視点から、ヘルスコミ
ュニケーションの向上を目指した以下の実
証研究を実施することを目的とした。 
1) 患者・市民のヘルスリテラシー 
わが国の患者・市民のヘルスリテラシーに
関する現状を明らかにすると共に、その向上
のための患者・市民向け教育プログラムを開
発し、その効果に関する実証的根拠を示す。 
2) 医療者のコミュニケーション教育 
医療者のコミュニケーション教育におい
て、ヘルスリテラシーに関するスキルがどの
程度扱われ、習得されているかを明らかにし、
患者のヘルスリテラシーを考慮した医療面
接を行うための教育プログラムを考案する。 
3) 健康リスク情報報道の分析 
新聞、インターネットなどによる健康リス
ク情報の報道について、その分かりやすさ
（ヘルスリテラシー要求レベル）を分析し、
情報としての正確さ、および読み手のヘルス
リテラシーレベルの違いによる理解や評価
との関連を検討する。 
 
３．研究の方法 
 
1) 患者・市民のヘルスリテラシー 
・糖尿病患者を対象とした研究 

2型糖尿病患者とその担当医、約 20組を対
象に、自己管理や診療でのコミュニケーショ
ンにおける困難に関するインタビュー調査
を実施する。これに基づき、東大病院に通院
治療中の 2型糖尿病患者約 150名を対象とし、
ヘルスリテラシーと自己管理との関連を縦
断的に調査する。 
・児童を対象とした研究 
日本の小中学校における健康教育の現状
について、先行研究のレビューを実施する。
これに基づいて小学生向けの健康教育教材
を開発し、都内の小学校児童約 300名を対象
として、特にイラストの効果に着目し評価を
行う。 
・市民を対象とした調査 

NPO 法人ささえあい医療人権センター
COMLの「医療で活躍するボランティア養成
講座」を、東京大学で開催し、市民向けのヘ
ルスリテラシー教育プログラムとしての評
価を実施する。 
一般市民約 1000 名を対象とし、ヘルスリ
テラシーと健康に関する調査を実施し、わが
国のヘルスリテラシーの現状について国際
比較に使用できるデータを得る。 
 
2) 医療者のコミュニケーション教育 
・コミュニケーションスキル評価に関する研
究 
医療面接における医師・患者間コミュニケ
ーションスキル評価尺度の文献レビューを



実施し、尺度構成項目の分析を行う。 
・研修医を対象とした研究 
東大病院の初期臨床研修医を対象とし、患
者とのコミュニケーションスキルに関する
自信、態度、臨床研修での困難とその対処等
について、研修開始前、1 年後、研修修了時
の 3時点での縦断的な質問紙調査を実施する。 
また、希望者を対象に模擬医療面接を実施し、
質問紙調査のデータと合わせて分析を行う。
これに基づき、教育プログラムの内容、実施
方法について検討する。 
 
3) 健康リスク情報報道の分析 
・新聞による健康リスク報道に関する研究 
2009 年新型インフルエンザ流行に関する
新聞記事の内容分析を実施する。 
一般市民約800名を対象にインフルエンザ
パンデミック予防動機へのニュース記事の
影響に関してオンライン調査を実施する。 
・読みやすさ、説得性の研究 
自治体広報新聞におけるがん検診案内記
事について、内容分析および Readability の
評価を行う。 
 
４．研究成果 
 
1) 患者・市民のヘルスリテラシー 
・2型糖尿病患者を対象とした研究 
患者のヘルスリテラシーは、糖尿病理解度、
自己効力感、医師とのコミュニケーションや
自己管理において、3 時点すべてで有意な正
の影響を示した。ヘルスリテラシーは、服薬
アドヒアランスに対して、直接の強い正の影
響をもち、運動・食事についても、自己効力
感を介して正の影響をもっていた。患者のヘ
ルスリテラシーを向上させることによって、
糖尿病の自己管理を向上させ、良好なヘルス
アウトカムにつながる可能性が示唆された。 
 
・児童を対象とした研究 
小中学校における健康教育実施は年々件
数が増えているものの、題材とする内容の偏
りや、介入回数が少ないものが多く、より幅
広い内容を扱った継続的な教育実施が望ま
れる。また、外部の有識者との連携、的確な
評価方法の開発も重要であることが示唆さ
れた。 
健康教育教材におけるイラストの効果を
評価した結果、文章に関係するイラストを付
加した場合、無い場合と比較して内容、イラ
ストへの興味関心が高かった。特に、題材に
対する知識が低い対象者には情報量の多い
イラストが内容の興味関心を引くために効
果的であることが示唆された。 

 
・市民を対象とした研究 
「医療で活躍するボランティア養成講座」 
の参加者は、講座の背景的なねらいである医
療全般や医療者との関係にも強い関心を持
ち、講座を通してそれらについても学びや気

づきを得ていることが示唆された。ヘルスリ
テラシーの得点は受講前後で有意に上昇し
ていた。ヘルスリテラシー尺度はこのような
講座の効果の評価指標として使用できる可
能性がある。 
 一般市民を対象とした調査では、ヘルスリ
テラシーによって用いている情報源に差が
あり、メディアによる情報が健康リスクに関
する認知に与える影響も異なることが示唆
された。 
 
2) 医療者のコミュニケーション教育 
・コミュニケーションスキル評価に関する研
究 
 文献レビューにより抽出された医師のコ
ミュニケーションスキル評価尺度について、
評価項目を，医師・患者間コミュニケーショ
ンに必要なスキルに関する専門家の合意声
明 で あ る the Kalamazoo Consensus 
Statement (KCS)の枠組みに基づいて分類し
たところ、KCSの内容は多くの尺度で共有さ
れており、共通する評価項目が多いことが明
らかになった。一方、患者の視点の理解や情
報共有、問題と治療方針に関する合意形成に
必要なスキルには尺度間で共通する内容が
比較的少なく、今後検討していく必要がある
ものと思われた。 
 
・研修医を対象とした研究 
医療面接スキルの自己評価尺度を開発し
た。学部教育の現状を反映し、患者の話を聴
くスキルに比して、説明や患者教育に関する
スキルに関する自信が低いことが明らかに
なった。またヘルスリテラシーの概念の認知
は低かった。2 年間の初期臨床研修を経て、
医療面接スキルに関する自己評価は上昇し
たが、患者中心的な態度の低下が特に 1年目
に顕著に見られ、男性で低下が大きい可能性
が示唆された。これに基づき、研修開始前に、
ヘルスリテラシーと説明や患者教育に関す
るコミュニケーションスキルについての講
義を作成し導入した。 
 
3) 健康リスク情報報道の分析 
・新聞による健康リスク報道に関する研究 
2009 年新型インフルエンザ流行に関する
新聞記事の内容分析から、流行の事実に関す
る報道は多いものの、予防行動や対策を促す
内容は少ないことが示唆された。 
インフルエンザに関するニュース記事を
読むことにより、脅威に関する認知は高まり、
予防について書かれた記事を読んだ群で、自
己効力感は高まることなどが明らかになり、
リスク報道に関する示唆が得られた。 
 
・読みやすさ、説得性の研究 
自治体広報新聞におけるがん検診案内記
事 129 件の分析から、記事の読みやすさはお
おむね適切である一方、説得性の高いメッセ
ージのフレーミング、行動に影響するとされ



る健康信念モデルの要素を含めた記述など
の点において、改善の余地もあることが示唆
された。 
 
以上、ヘルスコミュニケーション向上に向
けた鍵として、ヘルスリテラシーに着目し、
さまざまな立場の情報の受け手のヘルスリ
テラシーの現状の分析とその教育プログラ
ムの開発及び評価、情報の送り手としての医
療者・専門家のコミュニケーション教育、マ
スメディアや自治体による健康医療情報の
コミュニケーションの現状を明らかにし、改
善への示唆を得た。今後、本研究で開発され
た教育プログラムをさらに改善するととも
に、持続的な実施に向けた方策を検討してい
く必要がある。 
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